
【取組内容①】 授業公開の方法の工夫 ～「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実をめざして～

上板町立上板中学校（徳島県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

「教科における意図」と
「DXにおける意図」を明確に
することで、授業者も参観者も
視点が定まる。

①指導案（細案）の工夫
・「教科における意図」と「ＤＸにおける意図」の明確化
・学校ホームページ上での共有
・授業研究会での活用

②授業研究会の工夫
・他学級での次時の授業の動画や、
生徒の考え、振り返りの提示
・デジタルホワイトボード上の細案へのコメントの入力

デジタルホワイトボード上の細案

動画を流し、次時の授業を
説明

付箋に色分けして、
「良かったところ」「改善点」「疑問」
を入力し、それを細案に貼っていくこと
で、意見を共有する。

次時の生徒の振り返り

次時のまとめ

次時の生徒の考え

１時間の授業公開に加えて、
ICTを活用し、次時の動画や
シートなどを共有し、説明した。
次時へのつながりや、生徒の考え、
まとめ、感想などを提示すること
ができ、授業研究会で、さらに議
論を深めることができた。
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